






要約:先天性尿素サイクル異常症はアンモニアを解毒し尿素を生成する回路に遺伝的な欠

損が生じこのために高アンモニア血症を中心とする臨床症状が現れる疾患群である。その

治療薬として各種のアミノ酸製剤が用いられている。そのなかでアルギニンはアルギニン

血症以外の疾患に効果があるところからよく用いられている。本研究では現在我が国で用

いられているアルギニン製剤の問題点について検討してみた。小児の高アンモニア血症の

治療に適した医薬品としての L-アルギニンの開発が強く望まれる。 


